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本年度の紀要には、多数の投稿論文の中から十九篇が採択され掲載
された。年明けから流行が本格化したコロナウイルスのために、中国からの投稿では、インターネット障害によって校正作業が遅延し、編集作業に大きな影響が出た。コンピューター社会の弱点の一端が表面化したわけだが、それでも諸外国とメールでやり取りできる体制は非常にありがたい。　
メールと並んで、パソコンによる文章入力は、執筆者の抵抗感を緩
和し、論文が書き易くなったように思われる。もちろん、機械が文章を書いてくれるわけではないので、当然のことな ら、内容が定まっていなければ、執筆は進まない。しかし それでもパソコンによる文章化は、研究者の 執筆を大 に有利に た。　
今からおよそ半世紀前に、修士論文を万 筆による手書きで執筆し、
文字を書き間違えるたびに原稿用紙を破り捨て、思わぬ手間がかかったため、提出の締め切り時間に
2時間遅れ、留年となって、指導の先
生に叱られた筆者にとっては あの時にパソコンなどの機械があったなら、無事に
2年間で修士（博士前期課程）を修了できていたのでは
ないか、という詮無い繰り言と溜息が漏 。　
ただ、問題と思われるのは、機械によって、どこまでも簡単に、そ
して徹底的に文章の修正が可能となったために、多くの執筆者の文章が似てきたように感じるのは私だけだろうか。文体や論文構成 どの形式も、多くがよく似ており、半世紀前の原稿用紙 手書き 原稿の方が、個性的で、文章 リズムがあったように思わ る。この状況見て、新しい時代の文体と形式が生ま のだ、 いうのは正論かも
しれないが、人文科学の論文から「人間的なもの」が徐々に駆逐されていくようで悲しい。こうした感想を書くような老人は、黙って消え去るべきだ、という天の声が聞こえてくると、なおさら悲しい。　
今回も、限られた査読委員によって、かなりの量の査読作業がなさ
れたが、多忙な中 専門分野 異なる論文も多数査読していただいた先生方に、お詫びとともに感謝の気持ちを伝えたい。自己の専門とは異なる論文を読み、勉強になったと言っていただける論文が、一体どれぐらいの数あったのか知りた ものである。そうし 学問における越境の感覚が、研究の内容に深く反映されることを夢見て筆を置く。 
（Ｎ． Ｎ． ）
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